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E－mailの特異な綴り
鈴　木　雅　光
1　はじめに
　英米の小中学生のe－mailを読んで気が付くことは、発音と綴りの関係を上
手に利用して、e－mail特有の綴り字を生み出していることである。
　本稿はe－mailに現れた特異な綴りについて調査しようとするものである。
引用したデータには綴りや句読点、語法に問題のあるものもあるが、全て原文
通りである。
2　音から新語
　Crystal（2001：128）は’lE・・mail　has　extended　the　language’s　stylistic　range　in
interesting　and　motivating　ways．”（e－mailは言語の文体の範囲を興味深く刺激
的に広げた）と述べているが、この例としてe－mai1独特の綴り字が挙げられ
よう。それは標準の綴り字を用いないで、音が似ていることから全く別の綴り
字をあるいは少し変化を持たせた綴り字を用いる方法である。
2．1　cool／kool
　Souza（1998：65）によるとcatの綴りをkatと間違える子がいるという。
OEL）2を見ると、13世紀から17世紀にかけてkatの綴り字はあったが。
　子供のメールを読むとcをkと綴る例がある。cとkが同音だからであ
る。ただ、間違って書いたのか、あるいは故意にcをkとしたのかは不明であ
る。メールの文章が新奇さを売り物にするという特徴を考えると、一概に間違
いであるとは即断できない。
（1）a．Your　website　was　kool．［AG，　p．34】
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　　　b．iピs　kooL［KCI　GI，p．47］
　　　c．1　think　Red　Dwarf　is　kooL［KN，　p．261
　0ED2によれば、過去においてcoolがkoo1と綴られることはなかった。
musjcがmuslkと綴られることもある。　OED2にはmusikの綴りは13世紀か
ら15世紀に用いられていたとある。
（2）　Ilike　musik．［KSC　Box　5，　p．2］
　schoolのchが［k】と発音されることから、次のような綴りも現れる。
（3）a．ireckon　skool　sux　big　time．［KN，　p．6］
　　　b．ポmin　yr　g　at　skooL［EW2　Page　2，　p．6］
　　　c．ihate　skoo1．［EW2　Page　3，　p．3］
　OED2を見ると、過去にはskole、　skooleの綴りがあった。
2．2　cause／caz
　口語ではbecauseがcauseとなることがある。このcauseの発音が［k5：z］
であることから、綴りがcazとなったものである。
（1）　1’d　just　like　to　say　thanks　for　helping　me．　Caz　now　I　have　many　keypals
　　from　all　over　the　world　who　are　fantastic！！［KCI　GI，　p．4］
　CUZ，　COZの綴りもある。
（2）a．Actually　tiz　my　2nd　post　cuz　the　first　one　got　some　error．［EW　l　Page
　　　　l，P．1］
　　　b．Ithink　I’m　Sisqo’s　biggest　fan　coz　I　Iuv　him　2　bitz．［KN，　p．39j
2．3　　10ve！luv
　loveがluvになることがある。　bumpのような語のuが［A］と発音される
からである。文末のeは発音されないので消失している。
（1）a．輌luv　this　site！！［KCI　GI，　p．3］
　　　b．i　luv　them　very　much．［KSC　Box　1，　p．3］
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　　c．Hi　i　luv　Math．［KSC　Box　2，　p．10］
　　d．my　dad　luvs　footy［EW2　Page　3，　p．3］
　OE1）：を見ると、過去においてloveの綴りは］uveや】ufなど沢山あったこ
とが分かるが、現代の子供が使っているluvの綴りはなかった。
2．4　wherelwere
　whercをwereと綴るのも子供のメールにはよく観察される，
（1）a．We　went　to　a　place　were　you　could　feed　the　birds．［KT、　p．31】
　　b．Ihave　been　looking　all　over　the　internet　for　a　place　were　I　could　be　a
　　　keypal．［KCI　G2，　p．4／46］
　　c．iv　looked　every　were　2　find　some　I　to　e　mail［EW2　Page　6，　p．3】
　次のような例もあった。
（2）a．Iwould　like　to　have　a　penfriend　from　anyware　in　the　world．［KSC　Box
　　　1，P．1】
　　b．ilike　to　go　some　ware　with　my　friends［EW2　Page　6，　p．　4］
　OED2によれば、　whereをwereと綴るのは14世紀から16世紀にかけてあっ
た。wareの綴りも13世紀から15世紀にかけてあった。
2．5　 have／of
　発音通りに綴るとhaveがofになったり、have　toがhaftaになったりする
ことがある。
（1）a．If　you　have　read　these　books　I’m　sure　you　must　of　enjoyed　them．［KN，
　　　P．64］
　　b．Iwish　I　would　of　come　by　this　place　a　long　time　ago．［KCI　G2，　p．4］
　haveが速く読むと［ev］と発音されることからofとなった。　haveの代わり
のofは必ずしもe－mail特有の綴りではない。これは視覚方言（eye　dlalecり
と呼ばれ、方言やくだけた言い方に現れるとされる。CODYは使わないよう
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に説明している。Of　should　not　be　used　instead　of　have　in　construction　such　as
You　should　have　asked；He　coutdn　’t　have　known，　althought　in　rapid　speech　they
sound　the　same．
　次の例はhave　toの発音が［hfefto］となることから、ほぼ発音通り筆記し
ている。
（2）　If　you　aren’t　in　it，　you　hafta　join！［KCI　G2，　p．22］
3　異綴同音
　英米の子供でも正しい綴りを書くのは大変なようで、苦労しているのが分か
る。以下の例は異綴同音から生じる誤りの例であると思われるが、本当に誤り
なのかと疑うほど例が多い。奇をてらうメールならではの例とも言える。
3．1　　hea『1here
　hearとhereが同音であることから、前者の代わりに後者を用いている例
が多く観察される。
（1）a．Hope　to　here　from　you．｛KCI　GI，p．6］
　　b．Hope　to　here　from　you　soon．［KSC　Box　4，　p．2】
　　c．1’dlove　to　here　about　it！［KCI　GI，p．131
　　d．Iwould　love　to　here　from　you．［KSC　Box　3，　p．6］
OEZ）2によれば、　hearをhereと綴るのは13世紀から16世紀にかけてあった。
3．2　write／right
　writeをrightと書くことがある。これも例が多い。この意外さがメールの
売り物となっている。
（1）a．right　me　please．［KSC　Box　1，p．2］
　　b．Please　right　back．［KSC　Box　3，　p．1］
　　c．please　right　me　bye．［KSC　Box　3，　p．7】
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　　d．My　big　sister　is　righting　this　for　me［KSC　Box　l，p．10］
　writeとrightを混同した例もある。
（2）a．HAY　girls　guys　what　ever　wright　back　to　me　I　am　5foot7［EW2　Page
　　　l3，P．5］
　　b．Ilove　wrighting　emails！［EW2　Page　14，　p．3］
　OED2には、　writeをrightと綴ったという記録はないが、　wrightの綴りは16世
紀から17世紀にかけてあったとある。
3．3　　you’re／your
　短縮形you「reの代わりに所有格のyourを使うのも、メールの英語に観察
される。
（1）a、Idont　care　if　your　a　boy　or　a　girL［KSC　Box　3、　p．9］
　　b．email　me　if　your　interested．［EW2　Page　5，　p．2］
　　c．It　doesnt　matter　to　me　if　your　a　guy　or　girl．｛EW2　Page　6，　p．71
　　d．Pleas　e－mail　me　if　your　from　France　and　you　are　around　my　age．［EW2
　　　Page　12，　P．3］
3．4　their／there
　代名詞theirと副詞thereの混同も子供のメールには見られる。信じられない
ような間違いであるが、意外にも小中学生に多い誤りである。
（1）a．each　of　family　members　has　there　own　pet．［KSC　Box　3，　p．6］
　　b．1　am　very　interested　in　other　countries　and　there　cultures．　［EW　1，　Page2，
　　　P．6］
　Turton（1995：786）の語法書でも、次の例のthereはtheirにしなければな
らないとわざわざ指摘してあることからも分かるように、これはあり得る誤り
であることが分かる。
（2）　They　have　decided　to　sell　there　house．
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　OED2を見ると、この種の例はないわけではない。1573年の例にThe　law
was　now　in　there　own　hands．があった。
　その他yoursとYour‘s，　oursとour’s，　they’reとthereの混同などがある、こ
れらは誤りと言えば誤りであるが、メールに多いことを考えると、意識的に
やっているとも考えられないわけではない、、
（3）　a．But　your，s　is　pretty　coo1．［RP．　p．61］
　　b．our’s　should　be　up　here　real　soon．［MMG　4．　p．5］
　　c．11ve　got　very　dark　brown／black　eyes　people　say　there　very　misterious．
　　　［EW2　Page　10，　p．41
3．5　　site／sight
　次の例ではsightはsiteが正しい。　OED2を見ると、16世紀にsiteにはsight
の綴りがあった。
（1）　Real　KOOL　sight！！【KCI　G2，　p．30］
3．6　eyes／i’s
次の例ではi’sはeyesが正しい。
（D　I　am　quite　short　bout　156cm　1　have　strawberry　blonde　hair　n　blu　i°s．［EW2
　Page　l6，　P．7」
3．7　　sure／shure
次の例ではshureはsureが正しい。　sにもshにも［∫］の発音があるので
こうなったものと考えられる。
（1）　iwill　reply　for　shure　not　matter　what　thanx【KCI　G1，p．2］
3．8　　bye／buy
次の例のbuyはbyeを表す。
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（1）Well　thats　about　it　b皿y．［EW2　Page　l2，　p．2］
4　1字変え
　語の中の1字を変えることで、既成の語に変化を持たせ、新奇さを出す表現
方法である。（1）は｛をyに、（2）はisのsをzに、（3）は複数形のsをzに
変えている。
（1）　11yke　sports．［KCI　G2，　p．18］
（2）　a．Ithink　what　you’re　doin　iz　cool．［KCI　G2，　p、8］
　　b．that　iz　all　i　like　2　do　usualy．［EW2　Page　5，　p．5j
　　c．The　ONLY　subject　1　like　iz　art！［EW2　Page　16，　p．7］
（3）a．ilike　2　hangout　w／my　friendz．［KSC　Box　4，　p、5j
　　b．But　get　some　more　gamez．［AG，　p．21］
　　c．Ihave　dark　brown　hair，　brown　eyez．［EW2　Page　l　4，　p．3］
　　d．Guyz　or　Gurls　doesnt　matter　to　me．［EW2　Page　18，　p．5］
　次のような例もある。
（4）　a．ialwayz　answer　them　so　yeah．［KSC　Box　5，　p．2］
　　b．Iwill　alwyz　answer．［EW2　Page　9，　p．5］
　次は一ksをxに変えている。この例は多く観察される。
（5）a．can　u　please　email　me　if　u　would　like　info　thanx．［KSC　Box　3，　p．6］
　　b．If　your　interested，　give　me　a　buzz．　Thanx」KCI　G2，　p．16］
　次のような例もある。これに関しては第5節を参照。
（6）　Thanxs［KCI　Gl，　p．25］
　歴史的に見ると、英語の綴りに大きな影響を与えたフランス式綴り字法があ
る。その一つにi，e，　yの前ではsの代わりにcを用いるというのがある。例
えばcity，　face，　bicycleである。次の例ではbaseba11がbaceballとなっている
が、もし単純ミスだとしても、フランス式綴り字法にかなっていると言える。
（7）　Iam　13，　boy　likes　socer，　baceball，　and　riding．［KCI　G　1，　p．4］
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5　不要な文字
　既に上で見たように、thanksがメールではthanxとなることがあるが、さ
らにこれに発音上不要なsを重複させている例がある。
（1）a．PLEASE　e－mail　me　as　soon　as　possible，　if　you　would　like　to　be　my　e－
　　　　paL　Thanxs，　Valerie．［KCI　GI，p．25］
　　　b．Well　hope　you　guys　can　help　me　out　here．　thxs．＊bye＊［EW2　Page　5，
　　　　P．3j
　anywayにs（z）が付くことがある。もちろんこれは不要なのであるが、
alwaysとの連想があるのかも知れない。
（2）a．Who’s　line　is　it　anyways．［KSC　Box　4，　p．9】
　　　b．it　depends　on　my　mood．　Anyways．」don’t　care　who　emails　me　gurls　or
　　　　guys．．［KSC　Box　5，　p．7］
　　　c．my　real　name’s　donna．　anywayz　i　like　to　shop．［KSC　Box　5，　p．3」
6　母音省略
　母音字を省略して綴りを短縮する表現がある。（1）はalways，（2）はpeoples，
（3）はpleaseを表す。
（1）
（2）
（3）
1　wil1　alwyz　answer．［EW2　Page　9，　p．5］
a．i’m　a　good　listener　and　would　like　to　talk　to　ppl　from　anywhere．［EW2
　Page　l　7，　P．5】
b．hello　ppz［EW2　Page　16，　p．2】
a．Pls　e－mail　and　I　promise　I　will　always　write　back！［KSC　Box　4，　p．5］
b．Anyone　of　you　out　there　plz　email　me！［KSC　Box　4，　p．1］
7　数字
　語の一部あるいは全部に1，2，4，8の数字が使われる。すなわちsomeone，
everyone，　anyoneの一〇neを1で、　toを2で、　forを4で、　greatの一eatやate
M－mailの特異な綴り 77
を8の数字で代用する。これは他の媒体には決して現れぬメール独特の新し
い表現である。
（1）a．hey　i　would　like　a　penpal　boy　or　girl　doesnt　matter　just　some1．［KSC
　　　　Box　4，　p．5］
　　　b．　im　lookin　4　sum　l　my　age．　［EW2　Page　9，　p．2］
　　　c．Well　every　l　i’m　a　6　yrs　old　gurl　［KSC　Box　L　p．2】
　　　d．wuz　every　1！any　l　l　2－16email　me！［AG，　p．54］
　　　e．if　any　l　live　in　atlanta，　ga　e－mail　me［EW2　Page　13、　p．4】
（2）a．i　like　2　play　lotsa　games．［KSC　Box　l，p．2］
　　　b．Ihope　u　write　2　me　soon！！！！！！！｛KSC　Box　2，　p．4］
　　　c．G2G！［KCI　GI，p．13］
　　　d．we　can　do　all　sorts　of　things　2gether［KCI　Gl，p．16］
（3）a．im　looking　4　a　good　looking　girl［EW2　Page　6，　p．2］
　　　b．my　inbox　has　lately　been　very　hungry　4　mail！［EW2　Page　l　4，　p．3］
　　　c．Monsters　4ever．［MMG　2，　p．4］
　　　d．B4［EW2　Page　8，　p．7］
　　　e．ilook　4ward　to　your　email！［KSC　Box　4，　p．5］
　（3c）はforever，（3d）はbefore，（3e）はforwardを表す。
（4）a．a　gr8　place　to　visit［MMG　4，　p．6】
　　　b．1　like　bein’　with　my　m8s，　just　chillin’　out．［EW2　Page　4，　P．2］
　　　c．My　hobbies　are　shopping，　sk8，　music，＿［EW2　Page　5，　p．3］
　　　d．CYA　L8TER　guyz［EW2　Page　8，　p．2エ
　（4）の例はそれぞれ上からgreat，　mates，　skate，　laterを表す。音とは関係の
ない数字の例として次の例があった。
（5）a．．．．，5ive　and　loads　more．［KSC　Box　5，　p．4］
　　　b．5ive　people　think　they　are　handsome．［KN，　p．32】
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8　アルファベット1字
　語の代わりにアルファベット1字で代用することがある。すなわちyouに
uが、beにbeが、　seeにcが、　areにrが使われる。これもメール特有の表
現である。
（1）a．iwould　Iike　it　ifuwould　b　my　pen　paL［KSC　Box　I，p．2］
　　b．cya　later．［KSC　Box　2，　p。7］
　　c．How　old　r　u？［RP，　p．61」
　　d．e－mail　me　i　dont　care　what　sex　u　r！［EW2　Page　l　3，　p．4］
9　顔文字
　：一）や：）などの顔文字を使って文章を飾るのはメールの特徴である。Crys－
tal（2001：36）によれば、鼻を示す一を省くのはタイピングのスピードか個人
の趣昧だそうだ。Crystal（2001：37）には30の基本的なsmileyが掲載されて
いる。
　子供のe－mailには次のようなものがよく観察される。（1a），（1b）はplea－
sure，（1c）はsadness，（ld）はshockedの感情を表す。
〈1）a．1　can’t　wait　to　talk　to　you！：）［EW2　Page　6，　p．8］
　　b．my　Gran　will　read　my　e－mails　to　make　sure　1　am　safe．：・）［EW　2　Page
　　　20，p．8」
　　c．i　have　annoyin　brothers　who　i　always　fight　with！！：（not　nice　［EW2　Page
　　　ll，P．7］
　　d．its　just　not　me！：o）［EW2　Page　2，　P．2］
　顔文字は英米と日本では表現方法が違うと言われるが、英米のメールに日本
的な顔文字がないわけではない。（2a）はカナダから、（2b）はアメリカから、
（2c）はイギリスからの投稿である。
（2）a．Hey　Everyone！My　names　Danny＾＿A！［EW2　Page　7，　p．2】
　　b．ThanX，＾＿A［EW2　Page　7，　p．5］
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cぺ（＊＿＊）［EW2　Page　8，　p。2］
10　記号
　従来英文の中に入る記号と言えば、！と？ぐらいだったのだが、e－nlailは
記号を多用する。（1）の＋はand，（2）の＠はat，（3）のw／はwithを表す。
（1）a．1　can　sugest　them　as　possible　tryouts　to　my　mum＋dad．［EW2　Pagc　11，
　　　P．　2】
　　b．ilike　playing　softball．＋volleyball．［KSC　Box　4，　p．4］
　　c．ihave　brown　hair＋blue　eyes　plus　a　slim　build．　［EW2　Page　14，　p．5］
（2）a．i’m　good＠making　fricnds［EW2　Page　I　2、　p．1］
　　b．Wh＠tdo　you　think？【KT，　p．32］
　　c．thas　all　i　can　think　of＠the　moment．［EW2　Page　2，　p．51
（3）a．ilike　2　hangout　w／my　frendz．［KSC　Box　4，　p．5］
　　b．Iwan　to　talk　w／someone．［KT，　p．494］
11　おわりに
　英米の小中学生のe－mailを読んでみて分かることは、他の分野の文章には
見られない特異な綴りが使われていることである。ただそれらは無制限に使わ
れているのではなく、発音を上手に利用した使い方をしていることが特徴であ
る。
　本稿で取り上げた綴り字はe－mail上の俗語と言ってよいのかも知れない。
e－mailがここ数年急激に登場した新しい表現手段であり、その使い方がまだ
定まっていないが故に、競い合って表現の工夫が施されている感があるc誤用
もあるが、誤用が誤用と思われないほどの新奇さもe－mailにはあるので、　e－
mai1で使われる文体や語に注目していかなければならないと考えている。
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（データ）
AG：Alex’s　Guestbook
EW1：E－pal　World（aged　under　l　O）Page　l－4
EW2：E－pal　World（aged　l　O－14）Page　1－20
KCI：Keypals　Club　International　Guestbook　l－2
KN：Kids　on　the　Net
KSC：Kids　Space　Connection　Box　l－5
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